
出エジプト記 結晶の学び（二） (2) 第 17週 

キリストは神の奴隷であり、信者は召会生活の中で神とキリスト・イエスの奴隷である 

鳥

瞰 
出エジプト記第 21章 1節から 6節の規定の霊は、奴隷の霊、すなわち奉仕と犠牲の霊です。この奴隷は、神の奴隷としてのキリ

ストの予表です。パウロはキリストの仕える命と犠牲になる命によって、そのような奴隷でした。パウロは奴隷の霊、奴隷の愛、

奴隷の従順を持っていました。もしわたしたちがキリストをわたしたちの模範とし、パウロの模範に従おうとするなら、わたした

ちは主に生きるのであって、自分自身に生きず、神をわたしたちの生活の目標とすることを学ぶ必要があります。主の導きと拘束

の下で、彼の要求を果たし、彼の願いを満たし、彼の定められた御旨を完成させます。 

 真理要点 経験適用 

１

日 
１．律法の規定すべてを守るには、

まず奴隷と成る必要があるのは何故

ですか？ 
 

 

２．愛が従順を生み出し、愛には常

に従順が続くことを説明してくださ

い。 

１．律法の詳細の規定すべてを守ることに対する必要条件があります。それは進んで奴隷となることで

す。律法のすべての規定を成就することができる唯一の人は、進んで奴隷となる人です。奴隷は自分自身

の権利を要求しません。奴隷は、仕えることと犠牲になることだけを知っており、自分自身の利益を顧み

ません。奴隷は常に他の人に関心がなければなりません。出エジプト記のいくつかの章に記述された規定

を守ろうとする者は、まず奴隷とならなければなりません。 
２．これは親と子供たちの間の関係によって例証され得ます。とても実際的な意味で、良い親は時には子

供たちに服従しなければなりません。しばしば親は、子供が親に服従するよりも迅速に子供たちに服従し

ます。ここの要点は、愛は従順を生み出すということです。奴隷だけが服従することができます。良い親

は、奴隷の愛と従順を持つ人です。内側深くで、子供を愛する母親は進んで彼らの奴隷となり、彼らのた

めに何でも行ないます。 

２

日 
１．「奴隷」という言葉の意義を説明

してください。また主はどのように

して奴隷と成られましたか？ 
 

２．召会生活の中で、わたしたちは

どのようにして、人を愛し、人に服

従しますか？ 

１．新約の用法で、「奴隷」という言葉は、自分を売って、人の権利をすべて失った者を指します。主イエ

スは自ら奴隷となった方として、彼の弟子たちが第一になろうと争っていたまさにその時、彼らに奴隷の

地位を取るようにと教えられました。彼は彼らに言われました、「あなたがたの間で第一になりたい者は、

あなたがたの奴隷となりなさい・・」。 
２．ピリピ人への手紙第 2章でキリストは、わたしたちの模範として提示されています。信者の模範とし

て、彼は正当な人の生活の原型です。たとえキリストが神と等しくあり、宇宙で最高の地位を持っていた

としても、彼は社会の最低水準の人と成られたのです。神と等しくあった方が人に成っただけでなく、奴

隷となられました。このことで、彼はご自身をむなしくし、ご自身を低くされました。この模範に従おう

とする者も、自分自身をむなしくし、自分自身を低くしなければなりません。 

３

日 
１．今日わたしたちが必要としてい

るのはどのような生活でしょうか？ 
 

 

２．新約で啓示されている主イエス

の御父、召会、聖徒たちに対する三

重の愛について述べてください。 

１．わたしたちは、十字架につけられた命としての彼を経験することを、真剣に求める必要があります。

そのような命は、競争心や虚栄の生活とは完全に相対して立っています。わたしたちは召会生活で、わた

したちの模範としての十字架につけられた命を取るか、それとも自動的に競争心と虚栄の生活をするかで

す。第三の道はありません。 
２．主イエスは神、召会、彼のすべての民を愛されます。神は彼の主人であり、召会は彼の妻であり、彼

のすべての民は彼の子供たちです。ヨハネによる福音書第 14章 31節によれば、主は御父を愛され、エペ

ソ人への手紙第 5章 25節によれば、キリストは召会を愛され、ガラテヤ人への手紙第 2章 20節とエペソ

人への手紙第 5章 2節によれば、キリストはすべての信者、すべての聖徒を愛されます。 

４

日 
１．神の言葉を守るため、わたした

ちに奴隷の地位が必要なのは何故で

すか？ 
 

２．奴隷が戸あるいは門柱の所に連

れて行かれる時、主人は彼らの耳た

ぶを錐で刺し通しますが、これは何

を表徴していますか？ 

１．旧創造において、わたしたちは神の被造物です。新創造において、わたしたちは神の子たちとなりま

した。神の言葉を守るためには、自分をむなしくし、自分を低くして、被造物と子の地位をわきへ置く必

要があります。そうすればわたしたちは、わたしたちの主人としての神に対して奴隷となり、他の人のた

めにあらゆるものを犠牲にします。 
２．古代、奴隷は門柱のそばに立って、主人の命令を待っているべきでした。彼らは自分自身のことを何

も行なうのではなく、ただ主人の言葉にしたがって行動すべきでした。今日キリストの奴隷としてのわた

したちの地位は、やはり門柱にあるべきです。さらに、第 21章 6節では、主人は奴隷の耳を錐で刺し通す

と告げられています。これは、奴隷の耳が開かれて、主人に聞き従ったことを示しています。 

５

日 
１．主に生きることが、主のために

生きることよりも深い意義があるの

は何故ですか？ 
 

 

２．わたしたちと世の人々の生活の

目標にはどのような違いがあります

か？ 

１．主のために生きるとは、わたしと主が、依然として二者であることを暗示します。主に生きるとは、

わたしが主と一であることを示します。「キリストに」は、わたしたちが主の所有であり、わたしたちがす

でに彼に属していることを暗示しています。「キリストのために」は、わたしたちが依然として自分のもの

であり、自分の楽しみや便利さにしたがっていることを暗示しています。わたしたちが主に属するので、

主はわたしたちが「主に」であることを願っておられます。 
２．世の人々はいつも自分自身に生きますが、キリストの愛はわたしたちに押し迫って、わたしたちが自

分自身にではなく、彼に生きるようにさせます。自分自身に生きるとは、わたしたちが自分自身の規制、

導き、制御の下にいて、自分自身の目的と目標だけに関心を持つことを意味します。しかしながら、使徒

たちは、主に生き、主に喜ばれるという望みを持っていました。彼らは完全に主の下におり、彼の導き、

規制、制御の下にありました。 

６

日 
１．進んで奴隷であろうとする者だ

けが、永久に召会生活の中でとどま

れるのは何故ですか？ 
 

２．マタイ第 23章 11節から 12節で

主が教えられたことは、わたしたち

にどのような啓示を与えましたか？ 

１．過去ある人たちは、召会を愛し、進んで自分自身を召会にささげると証ししました。しかしながら、

最終的にこれらの人たちが召会生活を離れ、ある人は召会の反対者とさえなりました。彼らの内側深くに

は地位に対する野心がありました。この野心が召会生活の中で満たされ得なかったので、彼らは召会を離

れたのです。進んで奴隷であろうとする者だけが、永久に召会生活の中にとどまることができます。 
２．わたしたちは大いなるものになることを願うべきではありません。もしわたしたちが大いなるもので

あるなら、しもべとなります。わたしたちは奴隷として仕えれば仕えるほど、ますます大いなるものにな

ります。召会の導く者や働きの中で仕えている者は、自分自身を他の人より高くさらに重要であると考え

ないように注意しなければなりません。もしわたしたちが自分自身を他の人より高いと考えるなら、サタ

ンの罠に落ち込んでいます。サタンの願いは高く上げられることであったので、彼は神に反逆しました。 

ま 

と

め 

出エジプト記第 21章での奴隷は、キリストが神の奴隷であることの予表です。パウロはキリストと神の奴隷であり、彼は奴隷の

霊、奴隷の愛、奴隷の従順を持っていました。もしわたしたちがキリストやパウロを模範とするならば、奴隷となること、自分を

むなしくし、へりくだり、低くし、自分を犠牲にして、人に仕えることを学ばなければなりません。わたしたちの地位は門柱にあ

るべきです。耳は錐によって刺し通され、自分のために行動するのではなく、ただ主人から聞く事にしたがって行動します。 

 


